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川
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T
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と
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鳩
十
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し
て
川
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､
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で
L.5.∬
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る
の
で
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カ
ビ
も

‥
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も
の
で
あ

り
ま
す
か
ら
新
山rE
す
る
‥ハ
に
は
水
分
∴
lLJ輩
〟
'
旭
.7T
な

配蛇

と
化.+･定
を
必
安
と
し
ま
す

例
え
ば
コ
ウ
ジ
カ
ビ
は
'
軍

¶
F
u'

雑
穀

塀
の
澱
粉
と
か
∴人
Tej.の
申
に
!T～:ま
れ
て
い
る
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白
質
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従
弟
と
し
て
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分
節
し
て
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机
分
や
ア
ミ
/
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と
い
う
よ
う
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価
の
災
兆
に
巾
は
役

文
つ
も
の
に
獲
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し
て
く
れ
ま
す
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の
悼
コ
ウ
ジ
カ
ビ
が
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す
る
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に
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.
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も
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ち
ま
す
が
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し
た
別
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ま
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よ
い
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は
二
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よ
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で
す

カ
ビ
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オ
カ
ビ
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が
あ
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.ま
す
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こ
れ
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の
･刀
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仰
な
肘
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さ
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
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へ
せ
ん
叩
叫
‥川
の
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ん
や
.i
,州
の
%
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に
割
川
さ
れ
る
和
川
な
柵
.料
も
あ
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l考
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帖
に
ア
オ
カ
ビ
は
人
肌
の
捕

気
琴
:=
す
郡
を
つ
く
っ
て
く
れ
童
㌔

.L
ち
へ
こ
シ
リ
ン
と
亭
っ
‥=;
は
ア

オ
カ
ビ
に
依
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
ペ
こ
ノ
ン
と
..,(
わ
れ
る
も
の
か
l;=
処

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
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コ

ウ

ボ

コ
ウ
ボ
は
円
形

､
だ
H
S

'
州
彬
'
珊
中
々
の
彬
の
も
の
が
あ
り
ま
す
っ

芳
山
は
井
を
川
し
て
解
熱
す
る
の
で
〓
-
･山
と
も
町
ば
れ
ま
す
｡
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目
に

嘩
｢
な
配
に
は
二
九
止
-
三
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蛇
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ll
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で
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仁
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い
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t<
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〇

g

と
舛
ん
で
し
ま
い
ま
す
｡
コ
ウ
ホ
は
鮒
か

祭
り
耕
し
て
丁
ル

コ

ー

ルと
炭
酸
ガ
ス
に
す
る
的
き
が
あ
る
の
で
北山
か
ら
油
･桝
の
野

山
や
パ
ン

の
ふ
く
ら
ま
し
に
刺
川
さ
れ
て
塊
た
の
で
あ
り
ま
す
が
'
純

化
では
'
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ウ
ポ
日
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の
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分
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川
す
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…火
非
e
=E
Lや
ヴ
イ
孝
､＼ン
刑
叫
は
零
れ
め

飼
料
等
の
聖
山
も
行
わ
れ
て
桝
り
ま
す
｡
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ヤ
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ク
テ
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ヤ
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状
'
こ
ん
ぽ
う
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'
ら
せ
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'
の
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あ
っ
て
'
大
々
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妙
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巧
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'
ら
せ
ん
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と
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ば
れ
て
い
ま

す
｡
禦

=
の
融
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.
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梢
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っ
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E
,.川
の
t=
い
榊.粥
と
し
て
'
旧
作
米
に
は
崇
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e
:･■･小
に
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じ
て
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･小

の
豚
が
･L
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し
て
川
撃

じ
れ
､
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〓
川
と
し
て

川
い
ら
れ
t
B
<..塩

臓
と
し
て
'
即
机
肘
胤
巾
の
小
難
:
統
即
に
虻
的
さ
れ
た
も
の
で
'
印
鑑

の
人
々
に
は
な
つ
か
し
い
剛
心
い
川
の
一
つ
で
あ
ろ
う
O
そ
れ
が
:.H
軒
故
芭

打
凱
と
か
〓
･:yH
･変
に
引
…れ
く

｢賀
沢
は
徹
だ
｣
の
∵
加
や
ら
敗
戦
で
す

つ
か
り
淋
し
く
な

っ
た
よ

うで
あ
る
｡

今
日
で
は
臼
家
訓
新

患

Hf

の
よ
う
に
ち
に
で
な
い
幻
か
'
豚
内
の
捕

給
が

拭
か
な
け
れ
ば
仰績
箱
が
来
り
S
れ
な
い
と
.:,1.ぅ
相
の
多
忙
さ
は
な

い
よ
う
だ
が
､
帖
一;豚
の
火
脚
.E
で
内
臓
は
〃
仙
二
七
.i:州
外
に
ま
で
下

落
し
て
㍍
り
'
こ
れ
が
-1
‖

:-jく
と
も
な
れ
ば
､
苑
的
軍

.
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り

.
厨
卜

･､tLす
る
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な
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と
せ
な
い
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あ
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絶
叫
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川
川

村
が
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わ
れ
は
せ
ん
か
と
†
遭t
も
さ
れ
る
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昔
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つ
い
て
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凡
て
以
た
√

｢

戦
前
の
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豚
と
そ
の
製
法
析
略
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m
の
塩
豚
に
は
山
荘

縦
脂
と
純
潔
脱
腸
の
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師
が
あ
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､
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臓
｡
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ハ
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互
･=
)
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粁
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さ
れ
た
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〓
豚
肉
の
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川
に
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l
寸
仙
恥
に
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l
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を
入
れ
た
も
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に
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t
側
･rlt州
と
も
事
で
奔
ガ
｢
堺
に
鮎
蟹
鮮
少
込
み
牝
に
牡
此
し

た
も
の
で
あ
る
｡
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は
恕
攻
か
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と
‥ム
う
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で
恥
肌
か
父
は
粘
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る
も
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も
あ
る
｡
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し
た
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縦
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阿
桝
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殖
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め
'
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て
肉
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鞭
汁
k
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川
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せ
て
か
ら
十
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は
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川
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た
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二
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ー
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作
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に
イ
ゎ
れ
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法
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る
が
こ
れ
に
は
一
t
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法
と
二
へ
和
紀
排
が
あ
る
{
和
弧
状
は
か
氏
五

柁
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外
に
仰
成
し
て
や
ら
ぬ
ば
押
収
す
る
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が
彰
い
の
で
琴
わ
怖
異
人
法

に
つ
い
て
祉
べ
る
｡
こ
れ
と
て
代
引
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で
な
い
と
舛
‥川
で
Jめ
る
｡

≒

屠
殺
す
る
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意

日
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の
肉
禦

州
粁
草

々
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に
は
柄
杓
の
U
LL'*
..I仙鵬
軒
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桝
し
て
爪
を

〓
さ
せ
る
と
き
､
豚

仰
.[<
…ル
吊
り
に
し
て
十
リ
に
ル
哩
tjせ
る
必
がんが
あ

る
O
さ
も
な
い
と
何
帆
が
･.ハ
ち
る
L
t
仰
舵
が
=
く
な
る

四
'
血

絞

り

放
血
が
十
.LOfT
と
H競

れ
る
･E
3
.は
弔

..p-
側
部
の

利鞘の
㌧〃
い
.I.岩

は

そ
の
必
'inも
な
い
が
､
そ
の
他
の
伺
Q
<.代
:Y
仙
:{
充
‥
〝七山爪わ
れ
る
i
台

は
皿
絞
り
の
必
.碧
が
あ
る
.

爪
絞
り
は
13
卜
に
E
i;
費
推
せ
'
･川
面
に
.!
寸
.i
:〟
_-･i
伽
に
抱
1.
日
を
.A

れ､
良
鮎

(出
獄
に
墳

T
T
〃
の
一
の
那

=
を
加
え
る
)
を
両
す
で
杓
の

糾
_山
側
仙
と
も
に
如
く
齢
り
込
む
3
こ
の
..=
･J日の
鮎
の
.'S
は
珂
T
の
ニ
ト
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分
の
一
軒
で
･2
い
O

こ
う
し
た
肉
を
皮
革

に
し
て
二
審

に
和
み
B
.ね

卜
に
板
を
m
い
て
LB
!に
願
い
叩
7.岩

乗
せ
て
宗

俺
位
耶
く
｡
斯
く
し
て

肉
か
ら
沢
目
の
･1i
分
と
伽
舷
を
締
出
さ
せ
る
｡
こ
の
よ
う
な
仕
.S
は
総
て

冷
故
の
以
所
を
跳
ん
で
や
る
必
虻
が
あ
る
｡

五
'
塩

兼

材

料

船
心
材
爪
の
紳
耕
と
畔
喝
か
二
応
ぷ
仰
す
る
｡

発
射
1
聖
俄
刀
を
増
す
為
と
比
へに
肉
に
株
を
準
え
安
肉
か
ら
巾
分
窄
ム
り

肉
を
し
ま
ら

す
に
用
い
る
｡

秒
幣
-
甘
帆
を
与
え
る
と
同
時
に
肉
を
‡
牝
に
す
る
｡
即
ち
轍
の
収
け
ん

作
用
を
笹
刺
さ
せ
る
｡

硝
LE:-

(硝
取
加
ぎ

ー
附
に
琳
F
を
恨
た
し
め
耳
.E
l符
:d
防
御
剤
と
し

て
作
用
す
る
O
塩
だ
け
で
柄
行
を
促
は
な
い
嘉

帽
は
拭
す
ん
で

fjhJ快
に
宛
え
な
い
｡

(刑
:G
は
苛
店
で
四
禿
○
瓦
入

1
二
C
)p
･Z

外
で
あ
る
｡

帯
革
料
-
好
み
に
よ
っ
て
沢
目
の
称
姉
が
あ
る
が
抑
邦
で
は
皆
韓
､
ニ
ン

ニ
ク
等
は
何
処
で
も
得
ら
れ
る
材
料
で
あ
る
｡

六
'
塩
漬
材
料
の
調
整

虚
構
中
の
適
温
は
摂
氏
五
壁
か
ら
八
度
位
と
さ
れ
て
い
る
が
抑
粥
の
各
温

は
随
分
高
猟
で
あ
る
の
で
少
々
平
日
に
積
込
む
の
が
安
全
と
思
は
れ
る
｡

一
例

肉
‥m

l
O
斤
に
対
す
る
調
蒋
刑
余

昏
瓜

的

二

〇
匁

哨
rI

約

万
匁

砂
折

約

1
六
匁

香
辛
料

少

も

七
へ
加

塩

方

法

皿
絞
り
し
た
豚
肉
の
古
塩
を
払
ひ
落
し
こ
れ
に
前
訂
L調
整
し
た
革
命
材

料
を
振
り
か
け
良
く
琴
り
込
み
嚢
か
桶
の
中
に
廉

(ス
ダ
レ
)
ま
た
は
粋

を
救
い
た
し
に
皮
titEE
を
下
に
L
t
肉
と
肉
の
髄
に
も
況
-叫[材
料
蟹
入
れ
込

み
推
‥和
し
て
冷
暗
所

(床
ド
等
の
菰
し
い
場
所
等
)
に
研
く
｡
和
め
三
日

慨
は
毎
日
上
下
を
頼
み
換
え
そ
の
後
は

1
.%
胤
日
払
に
二
⊥
二
回
:?
み
換

え
れ
ば
そ
れ
で
作
謀
は
終
了
す
る
｡
こ
れ
で
相
当
柳
櫛
貯
蔵
山
凍
る
｡

(目
盛
国
富
)

冬
の
青
鬼
に
つ
い
て

冬
に
な
る
と
｢
ti'.･,i.の
雲
H
が
轡

＼
な
り
文
机
邪
を
ひ
き
切
く
し
つ
け
の

州
で
も
.;=
称
的
に
な
り
川
.杓

つ
い

た
い
ゝ
TP･れ旧

が
･＼
づ
れ
て
丁
い
が
も
で

す
が
イ
i
.の
･杏

指
に
稚
い
関
心
を
も
っ
て
‖叫
柘
的
に
帝
て

る校
に
心
掛

け
て
杏
里

iJ
よ
う
ご
て
九
に
は
.沢
の
株
な
:I-
が
学
兄
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
,L

一

'

先
づ
テ
供
の
食
事
の
面
か
ら

a
=叫
を
た
っ
ぷ
り
.

tY
,,は
休
沿
相
打
の
た
め
杓
に
手
f
ル
キ
ー
を
多
く
節
句
い
た
し
ま
す
の

で
佃
の
羊
冊
よ
り
一
刑
か
.
..E
3
Ir.机
を
名
<
と
る
枝
に
い
た
し
ま
す
O

ビ
そ
､｢ン
<
C
P
を
余
T=
に

ビ
タ
ミ
ン
<
C
p
が
歪

iC
ま
す
と
蝿
胃
や
肺
炎
に
か
ゝ
り
易
く
な
り

ま
す
｡
襲
い
冬
は
こ
れ
ら
の
も
の
を
含
ん
だ
ほ
う
れ
ん
草
'
ト
マ
ト
'

入
管

み
か
ん
な
ど
皆
富
に
出
贈
り
ま
す
か
ら
托
乳
中
の
母
獄
も
母
乳

の
成
分
を
よ
く
す
る
た
め
又
イ
&
'連
に
も
出
来
る
姦

肯

与
え
る
様
に

い
た
し
ま
す

過
噂
の
温
･b
で
与
え
る
横
に

g
rい
と
ぺ
人
の
〔蒼

で
つ
い
熱
い
も
の
を
J～
.兄
ま
す
が
調
節
の
q=1
来
な

い
■十
i
'は
や
け
ど
を
し
た
り
'
熱
い
の
を
熟
が
つ
て
食
‥叫
を
#
.っ
枚
に

な
り
ま
す
か
ら
瓜
け
る
位
に
冷
ま
し
て
与
え
る
校
に
い
た
し
ま
す
.

ス
プ
ー
ン
な
ど
も
熱
い
も
の
～
中
に
入
れ
て
お
き
ま
す
と
や
つ
は
り
や

け
ど
を
い
た
し
ま
す
か
ら
頂
く
時
に
与
え
る
樫
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
｡

二
㌧
唐
物
の
面
か
ら

a
犀
苔
を
さ
せ
す
ぎ
な
い
牧

冬
は
K
,い
か
ら
と
と
か
く
摩
前
を
さ
せ
た
が
り
ま
す
が
厚

岸
振

れ
る

と

R
:さ
に
対
す
る
極
刑
が
封
く
な
り
父
汗
を
か
き
易
く
休
が

むれ
て
一

寸
し
た
隙
仰
風
に
も
姐
邪
を
ひ
き
易
く
な
り
ま
す
.
交
余
り
梢
ぷ
く
れ

る
と
動
作
も
鈍
く
乾
び
易
く
な
り
ま
す
｡

b
肌
･&
の
敬
啓
久
を
よ
く
や
る
棟
に

リナ
a
'の
肌
打
は
大
人
の
二
'
ニ
宿
も
汚
れ
易
い

(汚
れ
た
肌
前
は
保
温

の
役
目
を
里
き
な
い
)
の
で
少
く
と
も
舛
巾
の
と
柁
堪
る
陣
と
は
別
の

も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
M心
い
ま
す
｡
脱
が
せ
た
り
'
む
せ
た
り
す
る

の
挙
隙
く
う
が
っ
て
大
人
が
そ
の
ま
～
に
し
て
お
く
と
子
供
も
汚
れ
た

ま
～
で
>
LS
に
な
っ
て
7
い
ま
す
｡
子
供
が
LFZ特
恵
が
っ
て
前
換
え
を

l
人

で
も
や
っ
て
ゆ
け
る
迄
+/<
が
;.<
を
つ
け
て
卜
げ
た
い
と
思
い
ま

す
r

た
ゞ

こ
の
特
損
嘩
九
を
滞
分
輝
鳩
し
て
か
ら
腺
が
し
ょ
せ
ん
と

子
供
は

笹
さ
を
鈍
っ
て
T3
代
え
た
が
ら
な
く
な
空
言
す
し
､
#
.風
邪
を

ひ
か
し

よ
す
｡

辛
‥那
相
が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
が
必
ず
肌
講
を
き
せ
て
か
ら
き
せ
る
枚

に
い
た
し
ま
す
｡
肌
を
さ
し
ま
す
の
で
斑
げ
の
弱
い
子
は
肌
を
い
た
め

ま
す
し
嘗
溝
の
手
で
も
群
が
っ
て
排
い
ま
す
｡

三
､
住
に
つ
い
て

d
危
険
物
の
な
い
棟
に

打
屋
を
暖
め
る
た
め
舛
鉢
を
入
れ
た
り
'
渇
タ
ン
ポ
を
入
れ
た
り
熱
い

那
珂
が
貯
ま
れ
ま
す
の
で
子
a
Jの
や
け
ど
も
多
く
な
聖
ま
す
｡
火
鉢
は

子
供
が
好
ん
で
い
た
づ
ら
を
い
た
し
ま
す
が
町
屋
が
暖
ま
り
ま
し
た
ら

別
に
お
く
こ
と
も
一
つ
の
方
法
か
と
思
い
ま
す
｡

文
熱
く
料
理
し
た
も
の
例
え
ば
お
粥
へ
お
ち
や
'
l音

な
ど
決
し
て
灼

下
に
お
か
な
い
様
に
し
た
い
も
の
で
す
｡
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